
「アイヌ文化研究の今」第２回＜クマ送りの世界＞ 　開催
　　　　　　　　　　　　　札幌大学大学院文化学研究科附属　ペリフェリア・文化学研究所

　ペリフェリア・文化学研究所は昨年に引き続き、シンポジウム＆公開講座「アイヌ文化研究

の今」第２回＜クマ送りの世界＞　を１１月１９日（土）から開催します。アイヌの世界観に

おいて、「送り」の概念は重要な鍵となります。なかでも「クマ送り」は送り儀礼の中核で、

例えば「アイヌ文化の成立」というテーマにおいては、クマ送り儀礼の起源に関する議論がそ

の焦点の一つとなっています。また「クマ送り儀礼」は、「イヨマンテ」という名称で一般的

にも知られています。しかし、儀礼の実際の様子やその意味などは十分に理解されているとは

いえず、しばしば偏見や誤解に満ちた受け止め方がなされています。この点からも、クマ送り

儀礼に関する研究は重要な役割を担っていると考えます。しかし、アイヌに関する他の研究領

域の成果が必ずしも十分に参照されず、諸分野における認識の違いが放置されたまま、個々の

議論が先行する状況があるようにも感じられます。

　今回の企画では、「クマ送り儀礼」に関する研究の総合的・学際的な深化のために、まず、

＜シンポジウムⅠ＞で、民族誌研究における研究の蓄積に基づき、新たな視点からの問題提起

をおこない今後の方向性について議論します。次に＜シンポジウムⅡ＞で、現在最もホットな

議論が展開されている考古学の分野において、クマ送り儀礼の成立をめぐる最新の研究成果を

報告します。さらに３回の公開講座において、シンポジウムでの論点を確認するとともに、具

体的な事例に基づきつつ、理解を深めたいと考えます。

　ペリフェリア・文化学研究所は北方研究を大きな柱の一つとしています。アイヌ文化研究は、

北海道内の研究機関が取り組むべき独自性の高い有意義な研究であるといえます。

シンポジウムⅠ　　１１月１９日(土）午後１時～５時30分　　受講無料

シンポジウムⅡ　　１１月２０日(日）午後１時～５時30分　　受講無料

公開講座①　　　　１１月２０日(日）午前10時～12時　　　　受講料500円(3回分)、120人

公開講座②　　　　１１月２６日(土）午後１時30分～３時30分

公開講座③　　　　１２月１０日(土）午後１時30分～４時

　　　　　　※シンポジウム、公開講座は札幌大学を会場として開催します。

【ペリフェリア・文化学研究所】

札幌大学大学院文化学研究科附属ペリフェリア・文化学研究所、２００４年設立。従来のセン

ター＝中心としての研究所の概念を覆し、周縁＝ペリフェリーの視点から、文化の構造と役割

を解明することをめざして設立されました。北海道という地域の特性を活かし、世界中の周縁

領域で活躍する研究者とも連繋しながら、中心をもたないネットワークとしての知を活性化す

る場が「ペリフェリア・文化学研究所」です。研究所の活動を通じて得られた成果は、シンポ

ジウム、公開講座、刊行物などのかたちで、地域へ向けて発信してゆきます。

札 幌 大 学
札幌大学女子短期大学部

２００７年、札幌大学は創立４０周年を迎えます。




